
  

・当て逃げ事故・  １件 

・人身事故・・・  ３件 

・物件事故・・・  ８件 

・遺失届・・・・  ９件 

・拾得届・・・・ 30件 

 

 

令和６年 狭山警察署管内 

特 殊 詐 欺 発 生 状 況 

発生件数 47件 

被害総額 約２億914万円 

（11/20現在 狭山署調べ） 

【運動重点】 

・横断歩道における歩行者優先の徹底 
・自転車乗車時のヘルメット着用促進と 
            交通ルールの遵守 
・夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び 
            飲酒運転等の根絶 

  年末は、飲酒の機会が増えるため、重大事故 

が増加します。 

 市役所などの公的機関が、 

○ 現金自動預払機（ＡＴＭ）の操作をお願いする 

○ 「給付金」のために手数料の振り込みを求める 

○ 世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を電話や 

 メールで確認する 

ことは、絶対ありません！ＡＴＭで還付金は戻りません。 

ＡＴＭ ～ 被害に遭わないためには ～ 

・家族で合言葉を決める 

・在宅中でも自宅の電話を留守番電話に設定 

※犯人は声を録音されるのを嫌がり、メッセージが流

れると電話を切る傾向にあります。 

狭山署特殊詐欺発生件数96件･被害総額約２億4342

万円  

 情報提供先 県警察本部外事課 
 情報提供専用ダイヤル： 
  ０４８ー８３８ー３７５９ 

 毎年12月10日から16日は「北朝
鮮人権侵害問題啓発週間」となって
います。警察では、拉致に関与した
として北朝鮮工作員等について逮捕
状の発付を得て国際手配を行うとと
もに、拉致容疑事案及び北朝鮮によ
る拉致の可能性を排除できない事案
の真相解明に努めています。どんな
小さなことでも結構ですので、情報
をお寄せ下さい。 
 

 

一
年
間
、
警
察
活
動
に
対
し
、
ご
理
解

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

来
年
も
「
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 


